
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

県埋蔵文化財調査センターの発掘成果から学ぶ 
■ 平成 20 年 9 月 28 日、県埋蔵文化財調査センターの最初の現地見学会に参加した。

この絵はその日に初めてみた発掘現場、砂子瀬水上（２）遺跡の光景である。私の家の跡に

ほぼ隣接して、３基の石棺墓が公開されていた。平成２５年の見学会ではさらに１８基に増

えていた。この遺跡を含め、川原平（４）、大川添（３）遺跡から出土の早期遺物は、縄文

時代早期（約 11,000 年前～約 7,000 年前）に遡るという。津軽地域では初例という。 
 ■ 左方から流れる岩木川と、右方からの湯ノ沢川の合流点。その奥。画面左方の高台に、

縄文時代草創期（約 15,000 年前～約 11,000 年前）の土器が発掘された鬼川辺（１）遺跡を

含む遺跡群がつらなっている。 
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●工藤武四絵画展 

  砂子瀬・残照の故郷を描く 

 於・西目屋村公民館（平和会館）ホールにて 

              常設展示中 

■思い出のカラフル橋  
川原平－平成２１年１１月８日の風景を元に

した想像画 

           

■「陽だまりが思い出を語っている」 
（旧砂子瀬小、中学校跡－ 

平成２０年８月１７日の風景） 

           

 

■ 昭和 18 年青森県中津軽郡西目屋村砂子瀬に生まれる。弘前高校、岩手大學学芸学部特設美

術科卒業。高校の美術教員の傍ら目屋ダムとなった故郷をテーマに、絵、詩、写真による創作と

記録を続ける。昭和 61 年上野の森美術館絵画大賞展で大賞候補となり同展選抜秀作展に出品。

また日仏現代美術展（主催・日本テレビ放送網【株】）で佳作賞を受ける。 
■ 昭和 55 年に詩集「自転車のりのバラード」、平成 4 年に詩文集「藁のうた」を出版。平成

27 年陸奥新報に「銀ネムの花さく島－硫黄島慰霊巡拝の旅」を 33 回にわたって連載。さらに平

成 28 年同紙に「目屋ダム、そして津軽ダムへ－郷愁・私の砂子瀬物語」を 32 回にわたって連

載した。 
■ 美術教育においては平成 5 年古代エジプトのパピルス再現、津軽和紙再現、手作りの紙に

巨大曼荼羅の壁画を描くなどの授業実践をテーマにした、「美術教育 14 年の記録」で第 29 回教

育美術賞佳作賞を受けた。 
■ 平成元年に個展「土に向かう」。平成 22 年「砂子瀬・残照の故郷を描く」展。令和元年陸奥

新報連載小説、風音皜作「青の幻想」の挿画を担当した。 
 ●発行 青森県西目屋村教育委員会 ・〒036‐1411 青森県中津軽郡西目屋村田代字稲本 143 

                  ・☎ 0172（85）2858   （文責 工藤武四） 

■「名残りの秋日和」      

（砂子瀬宮元地区―平成 18 年秋の風景）              

  「湖底の石棺墓」  Ｆ１００号・アクリル・平成２０年制作 
■ 「津軽ダム建設に伴う発掘調査では旧石器時代の遺物は出土していないため、これらの遺物

が白神山地における人間活動を示す最も古い痕跡と言えます。白神山地にブナ林が形成された

のがおよそ 9,000～8,000 年前ですので、この地にはブナより先に人々の暮らしがあったことが

分かりました」（新説！白神のいにしえ―津軽ダム建設に伴う発掘調査成果と共に―青森県立郷

土館企画展目録よりそのまま引用）。  

■ 目屋ダム時の移転集落名 砂子瀬・山神平合わせて８０世帯、５７２人。 

津軽ダム時の移転集落名 砂子瀬宮元地区、同芦沢地区、川原平、焼山を合わせて１８７世帯、

６２２人。合わせて２６７世帯 1,194 名。ダムによる 2 度移転は日本の歴史上で 2 例あるが、

これほど多数の移転は他にない。 

工藤武四プロフイール 
「目屋の春」 F３号 

■「尾太鉱山への道」 
（平成 21 年 9 月 30 日の風景） 

■陸奥新報 2016 年（平成 28 年）1 月 20 日（水曜日）掲載 



  

    

 

  

  

「湖底に眠る風景」      Ｆ120 号・アクリル・平成 9 年制作 

■ 昭和 3１年ごろの砂子瀬集落全景。中央の田んぼが終わるあたりが山神平集落で、今は

津軽ダム堰堤が聳えるあたり。手前の川は岩木川。右手が上流で川原平、焼山集落とつづき白

神山地源流へ向かう。合流する川は尾太岳方面から流れてくる湯ノ沢川。 
■ 砂子瀬集落は、昭和４３年に津軽書房から発刊され、民俗学会において一躍脚光を浴びた、

故森山泰太郎先生の「津軽の秘境・水没山村の民族記録―砂子瀬物語」の舞台である。かつて私

は少年のころ、画面右下の岩木川に架かるつり橋を渡った。さらに急な山道を登りつめればそこ

に広大な畑地が広がった。近年の発掘調査はそこの鬼川辺（1）遺跡で、約 15,000 年前～から

11,000 年前の土器を掘り当てた。砂子瀬物語とは、縄文草創期に端を発した人々が、壮大な営み

の果てにたどりついた昭和で、その末裔たちによって語られた最後の記録といえよう。 

 

 

「記憶の風景－川原平」    Ｆ100 号・アクリル・平成 13 年制作 
 ■ 平成 13 年冬の津軽ダムによる移転直前の風景である。道の奥左手の小道を進めば乳井

貢の顕彰碑が建ち、さらに奥を右に進んで大沢川の橋を渡れば、明治の開拓者斎藤主が拓いた

焼山の地が広がる。氏ゆかりの「主の塔」が山の中腹に聳え、麓の鬱蒼とした木立の中に住職

を務めた「広泰寺」が今も清楚に、かつ毅然と建ち続ける。道は暗門の滝、世界自然遺産白神

山地へと続く。 

 

「残照－砂子瀬芦沢地区」     Ｆ100 号・アクリル・平成 16 年制作 
■ 平成 16 年 10 月 30 日の風景。この地は目屋ダム以前は八光の地名だった。鉱山跡に由来す

る。集落の人々の立ち去った屋敷の庭に、春はコスモスが咲いて主を探していた。が、３年目は

猛烈な勢いで襲う野生に呑まれた。この道の右手には、目屋ダム移転時に建てられた砂子瀬小学

校の校舎が立ち並んでいた。 

ごあいさつ 
■ 平成 22 年 9 月私は弘前市の田中屋画廊で「砂子瀬・残照の故郷を描く」

と題して個展を開きました。たくさんのご来場の方々の多くの方とは、目屋

ダムと津軽ダムで移転された故郷の人たちでした。 
砂子瀬の大先輩で当時 80 歳の佐々木武作さんは、3 時間半にもわたって私

の拙い絵を、何度も何度も廻ってご覧になりながら、溢れるように思い出を

語って下さいました。みな心に深く残りました。あろうことか個展が終わっ

てまもなく、武作さんの訃報がとどいた時は大きなショックを受けました。

しかしそのうち、武作さんはあの日「ご自分の人生の終わりにもう一度、故

郷に遊んで下さったのでは？」と思った時、私は故郷の絵を描いて良かった

と思いました。同時に「故郷の絵には大きな力がある」ことに気付いたので

す。 
いらい移転された方々はもちろん誰もが、いつでも気楽に観て、思い出に

浸っていただく場があって良いのでは？と思うようになりました。思案する

日々の末、この旨を、村教育委員会教育長の長利允弘先生に打ちあけたので

す。 
先生は私の思いを即座にご理解して下さり、ただちに当会場での常設展示

案を関和典村長に提案して下さったのです。ご快諾下さったとお聞きした時

は本当に嬉しく思いました。心より感謝申し上げます。 
 今、白神山地のブナ原生林から雲を遊ばせて広がってくる青い空。古来積

年の大願を成就させて、津軽白神湖は美しい湖面に郷土の新しい未来を映し

始めました。時に、その湖底にかつて白神の山々を闊歩した祖先たちとその

末裔たちの、1 万 1 千年余の暮らしの歴史があったことに、思いを馳せてい

ただければ誠に幸いに存じます。 
 

「ふるさと」      Ｆ120 号・アクリル・平成２３年制作 

■ 私は昭和 18 年に砂子瀬に生まれました。昭和 32 年春、目屋ダム建設により、私の家族は弘

前に移転を決断しました。中学２年生の春から弘前第三中学校に転校するまでの少年時代

を、この故郷で過ごしたのです。こちらのモチーフは皆、暮らしの中で私が目にしながら育

った物ばかりです。もちろん糸をつぐむ道具などはもう使われていませんでしたが、まだ廊

下の片隅に置かれていました。母が作ったわら靴（しべ）を履いた記憶もあります。仕事着

は母が着たもので、いまも大切に保管してあります。ビー玉は美しくて、いつも希望のあか

しでした。 

  

「美山湖の秋－砂子瀬宮元地区」 Ｆ１２０号・アクリル・平成 11 年制作 
  平成 11 年９月１8 日の風景。橋向こうの集落は目屋ダムで移転した人たちの再興した集

落の一つ。中央、半島のように突き出たところに、木造の砂子瀬小、中学校の二つの校舎と講

堂があり、ブランコと鉄棒のある校庭があった。２本のソメイヨシノが津軽ダムに没するまで

咲きつづけた。移転後はお祭り広場となり、真中に 4 本柱のやぐらが建ち、小さなステージ

小屋と木造ベンチの庵があった。手前に浮かぶ大地はかつての砂子瀬集落の廃墟で、県埋蔵文

化財調査センターの発掘では多くの石棺墓が発見された水上(2)遺跡のあたり。 


